





















































































2. グラフのゼータ関数との関係 (Watanabe and Fukumizu, 2009)
グラフのゼータ関数ζGとは，グラフの特性量の一つ．グラフのある種の
閉路の効果をカウントしている．(特にグラフがツリーの時は閉路が存在























最近得られた結果について解説する．以下では，xi ∈ {±1} (バイナ
リ，2値)とする．(このとき，ψij(xi, xj) = exp(Jijxixj) として一般性を












Attractiveモデル (Jij ≥ 0)の場合，規格化定数Zとその確率伝搬法によ
る近似ZBの間に
Z ≥ ZB (2)
が成立することが経験的に知られている．もしこれが証明されると,ZB
をZの(高精度かつ高速計算可能な)下限として安心して用いることがで




π(p(G˜))  p(G)M (3)
が成立する．ただしここで，pは多変数の独立集合族多項式，πは被覆
グラフからの自然な射影，は多項式の各係数を比較して不等式が成
立することを意味する．
 
この予想の解決にチャレンジしてみませんか!?
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